後期研修プログラム　整形外科コース

１．コースの概要

　　２年間の新臨床初期研修プログラム修了者で、整形外科専門医を目指す後期研修を行う。3年間の臨床研修期間において、整形外科分野の幅広い臨床的知識、手技の習得を目指し、整形外科

専門医資格習得申請に十分な症例数の経験を積む。

２．取得資格

　　日本整形外科学会整形外科専門医

日本整形外科学会リウマチ認定医、スポーツ認定医

日本整形外科学会脊椎脊髄認定医、リハビリテーション認定医

３．研修期間

　　１～3年間

４．取得手技

　　一般外来、病棟業務、特殊検査、手術全般、救急業務

５．診療科の指導体制

　　診療科医師数　常勤　６名　　後期研修医　1名

６．診療科の実績と経験目標症例数　　
	主要疾患
	入院数（年間）
	経験目標（３年間）

	脊椎外傷
	１００
	１００

	四肢外傷
	３００
	２００

	脊椎変性疾患
	１００
	１００

	関節変性疾患
	１５０
	１５０


	手技
	件数（年間）
	経験目標数（３年間）

	造影検査
	２００
	１５０

	手術（脊椎）
	１００
	１００

	手術（関節）
	１５０
	１５０

	手術（外傷）
	３００
	３００


７．関連領域の研修に関して

施設内での研修可能

　　施設外との交流研修　個々面談の上、病院長が決定

８．その他

　　日当直業務は、整形外科当直のほかに、救急部構成科として

　　月に1－2回の救急部当直を行う。

　　外来業務は希望により3年目に考慮する。
